
メモリーズ - 機能としての映像 - 

映像・音響・彫刻からの社会提案

vol.5 memories -images as function -

2007年10月12日（金）～2008年1月15日（土）

vol.5 出品参加作家

「機能としての写真」
- 鶴田朋之・丑山直樹 - 
「自家プリント作品によるインスタレーション」

「機能としての映像 - PSPデバイス - 」
- 曲尾健一 - 
「映像作品によるインスタレーション・機能サンプル（小布施店舗）」

「機能としての映像 - WebCam + Liquid crystal monitor - 」
- 丸山玄太 - 
「映像作品によるインスタレーション・機能サンプル」

「機能としての音響」
- 池田久 - 
「音響作品によるインスタレーション・機能サンプル」

「機能としてのオブジェ」
- 竹之内博史 - 
「オブジェクト・インタラクティブ・インスタレーション」

「機能としての写真」
- 小野剛史 - 
「自家プリント作品によるインスタレーション・機能プランニング（中島千波館公園）」

「機能としての記憶」
- 町田哲也 - 
「写真・映像によるインスタレーション・機能プランニング（小布施町内・長野駅・東京各所）」

花井裕一郎映像作品

６０秒シネマコンペティション作品上映（北信濃小布施映画祭主催）

協力　新宿情報ビジネス専門学校・ビジュアルナガノ
　　　こどものためのリトミックながの・ユーボート

[連動並走イヴェント]

北信濃小布施映画祭・６０秒シネマコンペティション映画
開催日　2007年11/24（土）-11/25日（日）
可能性を秘めたクリエイターたちによる６０秒間の映像作品。小布施の地に現れた「画狂老人」葛飾北斎を
超えるクリエイターを発掘、応援するコンペティションです。

さくらびキッズプロジェクト : 10/13̃10/27 / 指導教諭 長野市立櫻ヶ岡中学校 中平千尋
10月13日（土）午前10時から作品搬入と展示作業を生徒と中平で行う。午前中終了予定。
10月14日（日）午後1時から3時まで、さくらびキッズによる五感でアート作品のギャラリートーク
10月21日（日）午後1時から3時まで、さくらびキッズによるギャラリートーク２回目
10月26日（金）さくらびキッズプロジェクト展示最終日
10月27日（土）午前10時から中平と生徒による作品搬出作業。午前中終了。 

小布施Tシャツ畑 vol.0
開催日(展示期間）　2007年10/4（木）-11/4日（日）
Tシャツに描く図柄（デザイン）と、その図柄に寄せる思いやメッセージをつづる「着る人への手紙」
（４００文字以内）を募集します。

関連美場セミナー 
11/3「リトグラフに挑戦！」講師：梅田明雄
11/17「みんなでつくるテケテケアニメーション！」講師：花井裕一郎
12/１「アルミ版リトグラフ制作」講師：梅田明雄
12/22「音のなるクリスマスカードを作ろう！」講師：丸山玄太+池田久

「記憶-機能としての映像-」は、リミックスしたデジタルデータプログラムの
空間インスタレーションを行う、visual echo デジタルコンストラクト ユニ
ット(2004～)構築クリエイターの、写真・音響・映像など個別作品の展示・
社会環境への提案プランニング（機能サンプル）・ ６０秒シネマコンペティシ
ョン作品（北信濃小布施映画祭主催）・花井裕一郎映像作品の、併置企画
展です。
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関連URL http://obusecontemporary.com/html/p05.html

http://visualecho.jp

http://www.obusefilmfestival.jp/

ビジュアルエコー
北信濃小布施映画祭・60秒シネマコンペティション

オブセコンテンポラリープレスリリース090107
芸術作品の帰結（在るべき場所）は、画廊・美術館ではない。社会的に機能し、社会に貢献すべきであると考え、企画参加作家は、
作品の最終形態を千曲川ハイウェイミュージアムという箱から離れることを前提に、小布施という場所・環境のリサーチから制
作を取り組み、変換の仕方を探る企画展が、以下の日程ではじまります。
各企画開催中に、「芸術作品の社会機能」というテーマのパネルディスカッションを、出品作家、小布施町関係各位の皆様、観客
の皆様、マスコミの方々、オブセコンテンポラリー実行委員を交え、映像記録する意見交換という形で行います。
ファインアートを、機能させる試みに、広くご理解とご協力をお願いいたします。

2007年10/12̃2008年1/15
オブセコンテンポラリーvol.5「メモリーズ - 機能としての映像 -」
2008年1/18̃2008年3/30
オブセコンテンポラリーvol.6「音と彫刻による環境造形・パブリックアートの提案」


